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トピックス ～町の話題～

ご寄付をいただきました
キョーリン製薬ホールディングス ( 株 ) 様

　今年度より野木町では、Ｊリーグ所属の栃木ＳＣとの地域支援

パートナーシップ契約を結んでおります。そちらに基づき、１２月

１３日 ( 日 ) 野木町総合運動公園サッカー場において、栃木ＳＣ選

手 ･ コーチによるサッカー教室を開催し、小学生２７名・中学生

３４名の合計６１名に参加いただき、プロ選手やコーチから指導を

受けました。

栃木ＳＣサッカー教室を開催しました

　野菜作りを中心に地域住民や子どもたちとの交流を深める各種イベントを展開するはたけの会は、１２

月２３日（水）に大塚集会所において餅つき大会を開催し、多くの方が来場しました。

野木町協働のまちづくり支援事業

はたけの会が年末餅つき大会を開催しました

　社会保障・税関係の手続きで、各種サービスの申請をする際に個人番号（マイナンバー）を記載し
ていただくことになりました。申請の際には、マイナンバーが記載された個人番号カード（マイナン
バーカード）または通知カード +運転免許証やパスポート等をご持参ください。なお、詳しくは町ホー
ムページをご参照ください（広報のぎ３月号でもお知らせします）。

お知らせ各種申請の際にマイナンバーが必要になりますので、ご注意ください！！

　町体育協会へご寄付をいただきました。これは、１１

月１４日（土）に野木町総合運動公園サッカー場で行

われた、同社特別協賛による第１６回下野サッカーセミ

ナー in 野木に参加された皆さんから寄せられた募金で

す。こちらは町内の各小中学校へスポーツ振興のため、

サッカーボール購入に使わせていただきました。

　中学生は、楽しみながらも厳しい指導を受け、小学

生はゲーム形式でサッカーの動きを教わりました。プ

ロ選手との交流とプロも行う練習を体験でき、良い機

会となりました。また、中学生はサッカー教室後に、

トレーナーによるコンディショニングを整えるスト

レッチ講習も受けました。この経験を生かして、競技

力の向上と関心を高めていっていただければと思いま

す。

　子どもたちの餅つき体験な

ども行われた後、つぶあん、

きな粉、大根おろし、納豆を

からめた４種類のお餅が来場

者にふるまわれました。

　寒空の下、子どもたちはつ

きたてのお餅をおいしそうに

ほおばっていました。
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第11回野木町健康マラソン大会が
行われました

トピックス ～町の話題～

　１１月２２日 ( 日 ) に第１１回野木町健康マラソン大会が盛

大に開催されました。今大会は昨年度よりも 100 名以上

参加者が増え、野木第二中学校周辺の１.６km･ ２km･ ４

km コースを常連の方はもちろん、初参加の方も快走さ

れました。今大会より、三世代トリオの部門へのエント

リーがあり、幅広い世代の交流が図れた大会となりまし

た。参加された皆様、声援を送ってくださった皆様、あ

りがとうございました！

表彰 ･ 感謝状の贈呈をいただきました

　野木町スポーツ推進委員会会長　針谷良七さんが全国

スポーツ推進委員研究協議会において賛助会感謝状の贈

呈、野嶋雅子さんが栃木県スポーツ推進委員研究大会

において栃木県スポーツ推進委員功労者表彰を受けまし

た。日頃よりスポーツ推進委員として、野木町のスポー

ツの普及と健康作りに貢献されています。今後も更なる

活躍を期待します。

栃木県民スポーツ大会町対抗の部
総合優勝３連覇！！

　毎年、市町対抗で行われている栃木県民スポーツ大会・

町対抗の部において、野木町が３年連続４回目の総合優

勝を達成しました！現行の大会を実施した平成１８年から

３連覇を達成した町は無いので、初の快挙となります。

１２月３日（木）に栃木県スポーツ会館で表彰式が行われ、

優勝カップと楯を頂きました。町公民館ロビーに飾って

いますので、ぜひご覧ください。

町内全域で防犯防火診断

　１２月１５日（火）２０時から、町民の方々が年末に事件や事

故の被害に遭うことなく、平穏に新年を迎えることがで

きますよう、歳末特別警戒の一環として小山警察署と野

木町消防団合同の防犯防火診断を実施いたしました。

　町長、小山警察署員、町消防団員など約３５名が地域ご

とに分かれ、徒歩による巡回指導、消防車両による広報

活動を実施しました。
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トピックス ～町の話題～

小中学校合同「キラリ・クリーン活動」

　１１月２８日（土）に小中学生が各地域の方々と自分達が生活し

ている地域を、同じ中学校区の小中学生が、公園の清掃や道路

のゴミを拾う、キラリ・クリーン活動を行いました。

　ボランティアの精神や小中学生の交流、協力性を養うととも

に、地域での活動を通して、よりよい地域との連携を図ること

を目的に毎年行っており、今回で４回目になります。

　子どもたちはゴミのないきれいな野木町を目指して、今後も

環境美化に努めてまいりますので、皆様もご協力ください。

小山地区医師会「市民公開講座」が
開催されました

　１１月２９日（日）に役場新館大会議室において、鹿野クリニッ

ク副院長鹿野耕太先生を講師に市民公開講座が開催されまし

た。

　「今日から出来る生活改善」と題し、生活改善のポイントに

ついて実際の診察の際の会話もふまえてお話をいただきまし

た。当日は町内外から多くの方が参加され、熱心に耳を傾け

る様子が見られました。

野木町人権講演会及び
中学生人権講話を行いました

　人権週間（１２月４日～１０日）にちなんで、町では人権啓発活

動を行いました。

　１２月１日（火）の人権講演会では、「日常生活における人権意

識の高揚」の演題をもとに講師の鈴木節也さんによる日常生活

の中の人権についてのお話をいただきました。

　また、１２月４日（金）に野木中学校、９日（水）に野木第二中

学校で開催した人権講話では、人権擁護委員が発展途上国の現

状を通した人権の講話をしました。

　それぞれ参加者のみなさんは熱心にお話を聞いていました。

今後も引き続き人権意識を深める活動を進めていきます。

青年海外協力隊　石塚貴章さん表敬訪問

　友沼在住の石塚貴章さんが１月１２日（火）から２年間青年海

外協力隊の一員としてラオスに派遣されることとなり、１２月

２４日（水）に町役場を訪れ、真瀬町長に抱負を語りました。ラ

オスの特産品である素焼き陶器や竹細工等をもとに産業振興の

活性化に携わるという石塚さん。「村落地域住民の生活向上を

目標とともに１０年、２０年後も自分の名前が語り継がれるよう

な活動を行いたい」と熱い決意を語られました。
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瑞宝双光章

山﨑 武　氏（友沼）

元特定郵便局長
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 野木町煉瓦窯を
　　 未来に残すために！
煉瓦窯の保存修復費用として、
　皆さんの寄附金・募金を受付けています。

○１２月末までにご協力いただいた寄附金・募金
　　　　寄附金          ８，３６８，３９５円
　　　　（内ふるさと納税 ２，７８８，０００円）
　　　　募　金          １，０９４，２７５円
　　　　　計            ９，４６２，６７０円

問生涯学習課撒（５７）４１８８

町内の交通事故

１2
月
累
計

件数 ２

死者 ０

傷者 ３

２７
年
累
計（
前
年
比
）

件数
（増減）

３３
（－１７）

死者
（増減）

１
（１）

傷者
（増減）

３６
（－２６）

町内の救急出動

１2
月
累
計

出場
件数 ８２

搬送
人員 ７８

２７
年
度
累
計（
前
年
度
比
）

出場
件数

（増減）

６４７
（－２８）

搬送
人員

（増減）

６０６
（－２）

町内の犯罪発生件数

１2
月
累
計

空き巣 １

自動車盗 ０

車上ねらい ０

自転車盗 １

２７
年
累
計（
前
年
比
）

空き巣
（増減）

２５
（１）

自動車盗
（増減）

６
（１）

車上ねらい
（増減）

４
（－２）

自転車盗
（増減）

８
（－８）

不審者情報、事故発生場所ホームページ
　 → http://www.machi-info.jp/machikado/police_pref_　　
　　　　　　　　　　　　tochigi/app/app_accident.html
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こ

と
を
言
い
ま
す
。
開
発
費
用
が
か
か
ら
な
い
た
め
に
、価
格
が
安
く
な
り
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
選
択
す
る
こ
と
は
、
自
己
負
担
の
軽
減
だ
け
で
な

く
、
医
療
費
全
体
の
抑
制
に
も
役
立
ち
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望

す
る
場
合
は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
の
ぎ
１
月
号
27
ペ
ー
ジ
の

「
お
願
い
し
ま
す
野
木
町
防
災
た
よ

り
に
ご
登
録
を
」
中
の
登
録
方
法
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
左
記
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
同
ペ
ー
ジ
７
行
目
、（
暴

風
雪
、大
雪
…
）と
あ
り
ま
す
が
、（
暴

風
雪
、
大
雨
…
）
の
誤
り
で
す
。

　

さ
ら
に
、「
町
内
の
犯
罪
発
生
件
数

27
年
累
計
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
お
知
ら
せ
し
て
き
た
件
数
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

ht tp : / /www.bousa i -nogi . jp /

memberentry-accept/?s=77700003




